
超高圧 ・ 高温火力発電プラントについて

火力計画部次長 佐 野 雅 俊

ま え が き

,'昭和48年の第1次石油ジョックと， イラン革命

に端を発した第2次石油ジョックにより， 石油価

格の急激かつ大幅な上昇と供給の不安定が世界の
エ ネルギー情勢に多大な影響を与えた。 このため
エ ネルギー資源が乏しくその大部分を輸入に頼っ

ている我国においては， 脱石油， エ ネルギー源の

多様化とともに省 エ ネルギーが重要な課題となっ

ており， 特に一次 エ ネルギーの大量消費者である

電力会社においては， 火力発電所の熱効率向上が

急務である。

このため， 最近の新設火カプラントでは， クリ

ーン燃料( LNGやLPG )を使用することによ

り信頼度の向上が期待できるガスクービンと蒸気
クービンを組合せることによって高効率化が図れ
るコンバインドサイクル機が， 各電力で採用され
つつある。

一方火力発電技術では， 先進国である米国にお

いて， 昭和 30年代前半に 5,000 psig, 1, 200° F 

あるいは4,500psig, 1, 150° F 機の超高圧， 高温

の発電プラントが建設されたがいずれも実験機的

な性格を持ったものであり， その後建設された大

容量プラントの蒸気条件は， ほとんどが3,500psi

や2,400psig, 1, 000° F /1, 050° Fである。 この

ように蒸気条件の改善が本格的に進まなかった最

大の理由は， 燃料費が安価であったため， 蒸気条

件の向上による建設費の増大（材料の高級化等に

よる建設費の上昇）が， 効率の向上による燃料費

の節減を上回ったためである。

しかし， 米国においても近 年の燃料費の高騰に

より， 高効率化のために蒸気条件を見直す機運と

なり， EP RI (ELECT RIC POWER RESER

CH I N STITUTE)が中心となり， エ ンジニア

リング会社とメ ー カ ー グループ が検討を行い，

1981年4月に APC(AMERICA N POWER

CONFERENCE)でその概要が発表された。

それによると， STONE & WE B STER, B & 

W, およびG.Eグループは， 現状技術で4,500

psig, 1, 000° , 1, 025° , 1, 050° F機が従来機と同

等の信頼度で実現できるとしている。
一方GI LBERT ASSOCIATES, C. E およ

び W.Hグループは， 5 ～ 6年の開発期間により

4, 500 psig, 1, 100° , 1, 050° , 1, 050° F機が実現

できるとしている。

以上のような背景のもとに， 国内メーカも 1980

年頃から蒸気条件の向上に対し積極的に検討を進

めてきており， 現時点では以下に示すとおり， 現

有技術により4,500psig, 1, 050° , 1, 050° , 1,050 

OFの高効率機が従来機と 同等の 信頼度で製作で

きるとしている。

以下に現在火力計画部で調査検討中の LNG焚

き700MW超高圧， 高温プラントの技術上の特徴

を紹介することとしたい。
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火力発電設備の熱効率は蒸気条件によって大き

く支配される。
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蒸気条件と熱効率の変遷

Eddyslone 1号機325MW
649℃ 米国蒸気温度
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逼開年度（昭和）

火力発電設傭葦気条件の撞移
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